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 2013年4月から毎月開催されてきた「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」（分科

会）の第４回研究会が開催された。今回は、西欧古典文学と中世のフランス語劇作品に関

する発表が組まれた。 

 最初は、早稲田大学文学学術院・宮城徳也教授による「祝婚歌の伝統と悲劇」と題され

た発表。今回は、古代ギリシアと古代ローマの「祝婚歌」（「ヒュメナイオス」あるいは「エ

ピタラミオン」など）に関わる諸作品を中心にし

て、きわめて豊富な資料と関係の画像などを紹

介しつつ、紀元前の古典テキストがどのような

体裁で、またいかにして伝承されてきたのか、

ということがとりあげられた。とりわけ、エウ

リピデスの『トロイアの女』、カトゥッルスの『詩

集』、セネカの悲劇などを中心に、写本伝承の様

相と校訂の実例が詳しく示された。あわせて、

「祝婚歌」の伝統がいかに展開してきたのかと

いうこともおさえられた。すなわち、ホメロス、

伝ヘシオドスに痕跡をのこす民謡的祝婚歌（ヒュメナイオス）が喜劇などへ応用される一

方で、実際の婚礼をふまえながら作品化していった抒情的祝婚歌（エピタラミオン）はサ

ッポーを経てカトゥッルスへと受け継がれているという。さらに、神話を用いた物語的祝

婚歌の展開があり、またセネカによる悲劇への応用などがみられることも紹介された。総

じて、古代ギリシア・ローマの文学史をもとらえる大変濃密な内容であった。 

 つづいては、東北大学大学院文学研究科の黒岩卓准教授（総合人文科学研究センター・

招聘研究員）の「十五・十六世紀のフランス語劇作品における韻文形式と作品伝承につい

て」と題する発表。まず、中世フランス語劇作品における韻文の諸相が紹介されたのち、

それらの韻文が演劇史家たちによって不当に低く評価されてきたことがおさえられた。黒



岩氏は、詩作技巧の不規則性を積極的に評価する立場から研究を進めてこられたが、そこ

にはさまざまなテキストがあることが大いに関

わっているという。写本だけでも、役者が用いた

巻物（rolet）、特定の上演に用いられたオリジナ

ル（original）と呼ばれるテキスト、舞台監督な

どが用いた要約書（abrégé）、さらには当時の読

書用の写本も確認される。また印刷本でも、縦長

の備忘録版、４つ折本などの読書用の本、それに

彩色豪華本などが生成されているという。それら

のさまざまな演劇テキストの生成・伝承のモデル

を提示された上で、『ピエール・パトラン先生』

と『受難の聖史劇』という対照的な二作品を例に、諸写本の伝承状況と不規則詩行との関

係がおさえられ、韻文の形式に関する綿密な研究から本文校訂の指針を見出そうとする新

たな方法が示された。 

 発表後の討議では、底本の選び方、校訂本における異文・異読の情報の示し方について

の確認・検討がなされるとともに、演劇関係のテキストがいかに読まれたか、また演じら

れる際にどう利用されたのかといった問題などについて、活発なやりとりがあった。 

 次の第5回研究会は、11月2日（土）に開催する予定である。 

（報告 陣野英則） 


